
人と出会ったおかげで、自分とも出会えた
　「人と出会ったおかげで、自分とも出会えた」――詩人、谷川俊太郎の言葉だ。
この言葉の意味を、私は人生の様々な節目で実感してきた。
　大学 2年の夏、私は日本語を教えるボランティアに参加した。行き先は、カ
ンボジアの孤児院。そこには、地雷の犠牲になった子どもたちが暮らしていた。
特別な理由があったわけではなく、ただ経験をしてみたかったから。しかし、こ
の経験が、私自身を見つめ直す大きなきっかけとなった。
　私は、その孤児院で一人の少年と出会った。彼は他の誰よりも熱心に日本語
を学んでいた。その真摯な姿勢に、私は心を動かされた。
　「どうしてそんなに一生懸命、日本語を勉強しているの？」
　少年は少し照れながらも、強い意志をもったまっすぐな瞳で答えた。
　「ぼくは将来、日本のホテルで働きたい。日本はすごくお金持ちでしょ。日本で
成功して、家族を幸せにしたい。」
　教室も勉強机もなく、庭の木の下に置かれた大きな机が唯一の学びの場所。
決して恵まれた環境ではないが、彼は夢を抱き、懸命に努力していた。その姿に、
私はただただ感動し、彼の情熱に応えたくて、必死に日本語を教えた。そして、
その時初めて「教えること」の喜びを知った。今でも、少年の輝く瞳と真剣に学
ぶ姿が鮮明に思い出される。
　その後、私は遠回りをしながらも、最終的に教員の道を選んだ。日本の生徒
たちに英語を教える日々の中で、目を輝かせながら新しいことを学び、夢を追い
求める姿を何度も見た。その姿は、かつての自分を思い起こさせ、教師としての
思いを新たにさせた。
　日本の子どもたちを取り巻く環境は年々多様化し、複雑さを増している。その
現実に向き合い、どうすればよりよい教育が実践できるのかを模索していた矢先、
文部科学省への出向を命じられた。
　文科省では、まさに、学習指導要領の改訂に向けた議論が行われている。教
育の未来を真剣に考える方々の情熱や信念に触れ、心揺さぶられると同時に、
現場とは異なる「広い視野」で教育を捉える機会をいただいたと感じた。ここで
の対話や交流を通じて、これまで見えていなかった新しい世界が見えた気がする。
　人との出会いは、新たな自分との出会い。文科省での貴重な出会いを大切に
しながら、これからも教育の未来に関わり続けたいと強く思う。

（S.A）

ひとりごと

「教育委員会月報　令和7年3月号　No.905」

・発行・著作 文部科学省初等中等教育局初等中等教育企画課
・〒100-8959 東京都千代田区霞が関 3-2-2
・TEL：03-5253-4111（代表）
・URL：https://www.mext.go.jp

https://www.mext.go.jp

